
   

 

 
  

 

                                          

 

夏の身近な風物詩といえば「おもちゃ花火」です。そこで茨城西南広域消防本部では、花

火を楽しく・安全に遊んでもらうため、おもちゃ花火で遊ぶ機会が多くなる夏を前におもち

ゃ花火教室を開催しました。なお、火遊び等による火災事故を未然に防ぐことを目的とし、

公益社団法人日本煙火協会からおもちゃ花火の提供を受け開催するものです。 

 

１ 期間 

令和６年６月中旬から下旬 

 

２ 場所 

     当消防本部管内の２幼稚園、１保育園 

 

３ 内容 

(1) おもちゃ花火の正しい遊び方の説明 

楽しく安全に遊んでもらうために、花火の正しい知識と取扱い方法を指導しました。 

(2) 着衣着火への対処方法 

  もし、自分の着ている服に火が燃え移ってしまった場合の対処方法を指導しました。 

(3) 手持ち花火体験 

消防士が立会いのもと、正しい花火の遊び方を指導しました。 

                                          

   ４ おもちゃ花火教室の様子 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防署からのお知らせ 

初めに、クイズ形式などでおもちゃ花火の正しい遊び方、注意点などについてお話をしました。

子どもたちは、元気よく答えてくれました！ 

おもちゃ花火教室を開催しました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『おもちゃ花火教室』開催にご協力いただきました保育園・幼稚園の方々に、あらためて 

感謝申し上げます。 

                                           

 

５ 消防本部からのお願い 

 

次に、洋服に火がついてしまったときの対処法も訓練しました。 

合言葉は、「止まって、倒れて、転がって！」（ストップ、ドロップ＆ロール！） 

最後に、園庭に移動して、消防士が立会いのもと、実際におもちゃ花火の体験をしました。

子どもたちはルールをしっかり守り、上手に花火をすることができました。 

おもちゃ花火のお約束 

・花火は 1 本ずつ遊びましょう。 

・途中で消えても花火を覗き込まないでください。 

・人や物に向けないでください。 

・花火をする前に水バケツを用意しましょう。 

・大人と一緒に遊びましょう。 

 

ルールを守って、楽しくおもちゃ花火で遊びましょう！ 

 


